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平
成
30
年
度
　
決
算
を
認
定

健
全
財
政
も
一
般
財
源
は
減
少
傾
向

　

令
和
元
年
９
月
定
例
会
初
日
（
９
月
６
日
）、
平
成
30
年
度

歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
に
つ
い
て
、
議
員
10
名
で
構
成
さ
れ
る

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
及
び
10
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
各
会
計
に
つ
い

て
課
長
及
び
班
長
の
説
明
を
受
け
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

平
成
30
年
度
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
す
べ
き
と
決
定
さ
れ
、
本

会
議
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（単位：千円）

（単位：千円）

歳 入歳 入 ５６億５,１００万８，８８７円（前年比　6億8,202万2,092円減）

一般会計歳入　40億308万4,818円

歳 出歳 出 ５３億７,８９５万５,８３３円（前年比　6億7,148万4,244円減）

一般会計歳出　38億228万6,056円

その他依存財源
134,311

町税
392,943 

その他自主財源
541,133

地方交付税
1,944,731

国庫支出金
171,341 

県支出金
245,226 町債

573,400

○その他自主財源…分担金及び負担金、財産収入、使用料及び手数料、寄附金、
繰入金、繰越金、諸収入

○その他依存財源…地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

公債費
551,344

議会費　56,363

総務費
573,553

民生費
596,925

衛生費
208,202

農林
水産業費
377,182

商工費　166,571

消防費
268,262

土木費
489,640

教育費
484,215

災害復旧費
30,028

自主財源

依存財源
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財政健全化判断比率

経常収支比率は適正水準ぎりぎり80.0％
決算審査講評より

実質赤字
比　　率
①

連結実質
赤字比率
②

実質公債
費 比 率
③

将来負担
比　　率
④

資金不足
比　　率
⑤

平成30年度 ― ― 4.3％ ― ―
平成29年度 ― ― 4.0％ ― ―
健全化判断基準 15.0％ 20.0％ 25.0％ 350.0％ 20.0％

備　　考 ①・②は、黒字であり数値がないため、④・⑤は
負担及び不足がないため「―」で表示。

○実質公債費率　4.3％
○赤字額なし
○�将来負担及び資金不足
なし

将来へ負担を残す
財政運営ではない！

経常収支比率とは？
…地方税、地方交付税等の一般財源（使
途が特定されていない収入）が、人件費
や公債費（自治体の借金の返済）等、縮
減が難しい経費にどの程度費や
されているかを示す指標。数値
が高いほど、自治体の裁量で使
えるお金の割合が少なく、財政
が硬直化しているといわれる。

　決算統計や財政健全化判断比率を見ると、実質公債
費比率で4.3％（健全化判断基準は25％）、将来負担比
率も「―」表示（早期健全化基準は350％）となって
おり、将来の負担を残す財政運営ではないと判断され
ますが、経常的な収入で経常的な経費をまかなう経常
収支比率は80.0％となっており、その標準的な指標が
75％であることから、財政状況は硬直化へ向かってい
るところです。地方交付税も29年度決算額20億93万9
千円であったものが、平成30年度は19億4,473万1千円
と5,620万8千円が減額となっており、この減少傾向は
今後も続くものと思われます。緊縮財政の運営が職員
の士気を下げないよう配慮しつつ、今後も身の丈に合
った、安定した財政運営を継続してください。
　また、法令、条例に基づく行政の仕事は、役場の基
本であり、それによって住民の信頼を得られるもので
す。今後とも町民が「住んでよかった」と思えるまち
づくりのため、職員一丸となってご尽力くださいます
ようお願いします。

○消費的経費（人件費、物件費、扶助費等）
　18億526万8千円（47.5％）
　前年度比較 5,957万円の減
○投資的経費
（普通建設事業費、災害復旧事業費等）　

　9億5,432万8千円（25.1％）
　前年度比較 2億7,991万8千円の減
○その他（公債費、積立金、繰出金）
　10億4,269万円（27.4％）
　前年度比較 254万6千円の増

一般会計　性質別歳出の状況

0 2,000,000 4,000,000

繰出金貸付金積立金

公債費災害復旧事業費普通建設事業費補助費等

扶助費維持補修費物件費人件費

平成29年度

平成30年度

70.0

75.0

80.0

経常収支比率

平成30年平成29年平成28年平成27年平成26年平成25年

77.2

73.8

80.0

79.9
78.577.3
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地方交付税額
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平
成
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平
成
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町税

経常収支比率は80.0％
（適正水準70～80％）

（単位：千円）

（単位：％）

（単位：千円）

地方交付税は減少続く、町税は微増

財政は健全と判断（判断比率が健全化判断基準の範囲内） 

33

決 算 認 定



44

男性と女性の出会いの場を作ることが目的。業者選
定はプレゼンを実施し、プレゼン時に要望を出してい
る。費用対効果の詳細な検討まではしていない。今後
も出会いの場を機会を設けて継続していきたい。

Q 婚活イベントの費用は妥当か？

A 出会いの場を設けていきたい

婚活イベントの目的、会社の選定方法を伺う。180
万円を21名に使っているが、町から受託企業に要望が
できているか。受託企業から提案や改善策は出ている
のか。
費用対効果の観点からこの事業費が妥当なのかどう
か見解を伺う。

決 算 認 定

空き家調査委託の内容は、外観からの状況の把握、
所有者の確認、地図上に空き家のデータを落とし込む
分布図の作成業務を委託したもの。

家財道具処分の補助金は実施している。平成30年度
は該当者がいなかったので決算額がゼロとなっている。
要望  調査したデータを県だけでなく町のホームぺー
ジにも上げて、うまく活用してほしい。良い家があっ
ても中に家財があると借りられない。家財の補助金を
しっかり活用して条件を整えてもらうように広報等で
周知を早急に進めていただきたい。

診療所でジェネリック薬品は、数的には53％ほど使
っている。金額では227万5千円で10.8％程度。県の指
導もあり、今後使用する割合を増やしていきたい。

Q ジェネリック薬品の使用割合は？

平成22年に町で設置した経緯もあるので、どのよう
な方にどのような形で設置を進めて行くのか現在検討
中であり、消防団の協力を得ながら進めていきたい。

A 消防団の協力を得ながら進めたい

A

Q 空き家対策の状況は？

A 家財道具処分補助金は該当者なし

数的には53％、金額では10.8％程度

決算特別委員会　質疑 （質疑の内容を一部抜粋して紹介します）

Q 火災警報器設置の対応は？
火災警報器の設置について、各家庭で努力して設置
するという方法に任せるのか、消防団との話し合いの
上、町として対応するのか、町の考えは。

空き家調査委託に378万円を掛けたが内容は。家財
道具処分費補助は金額を計上していないがどうなのか。

国保診療所の医薬品代2,101万5千円あるが、ジェ
ネリック医薬品をどのくらいの割合で使っているのか。
県の指導では80％。

昨年もイノシシの捕獲ゼロで、今年もまだ捕獲でき
ていない。昨年わなの免許を取得した方がおり、猪苗
代で捕獲実績があるところのわなの方法を研修してき
て、猪鼻地区で実施している。捕獲隊の方も勉強して
実施しているがまだ捕獲実績がない状況。地域おこし
協力隊１名が猟銃とわなの免許を取得しており、その
方にも頑張ってもらい、何とか捕獲できるように技術
取得していきたい。

Q イノシシ被害対策は？

A 捕獲できるように技術取得していきたい

イノシシが増えて大変になっている。増殖を抑える
程度の捕獲をしないと増える一方だが、全く成果が上
がっていない。何が不足しているのか。

支援体制は町と農協と普及所でサポートチームがあ
り、そちらでサポートしている。具体的な営農の技術
支援は農協や普及所からの指導という形になる。
要望  若い世代で農業で生きていくと取り組んでいる
のだから、一人前になるまで技術指導を徹底して、他
の産業に移らないように支援していただきたい。

　クマの出没があり、利用数は伸び悩んでいる。施設
自体、利活用の方法や今後どのようにするか考える時
期に来ていると思っている。旧管理等も老朽化してお
り、今後取り壊す等検討も必要と思っている。

Q 森林公園の来園者数は？

30年度は78歳以上の方、744名に５千円で372万円。
今年79歳に引き上げ９月２日に支給し、670名、335万
円。支給年齢については、近隣町村の状況を毎年調べ、
今のところ、すぐにではないが、もう１歳上げるよう
な考えで内部では相談している。

A 近隣町村の状況を見て検討している

A

Q 新規就農者への技術支援は？

A 農協や普及所からの指導

利用者数は伸び悩んでいる

Q 敬老祝い金支給年齢の考え方は？
敬老祝い金の支給年齢を１歳引き上げたが、高齢者
が増えればまた１歳引き上げるのか、どういう考えで
今後やっていくのか伺う。

新規就農者３名の方に町から支援金を出しているが、
その人たちが農業をやっていくに当たり、実際に技術
指導をどこでやっているのか。

森林公園の管理委託料140万円。ピザ用石窯移設工
事もやっている。どの程度の来園者があったのか。
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給水区域の水全体の流れは見える。ピンポイントで
ここだという判断はできない。例えば漏水している場
合、出ている量は分かるがどこで漏水しているかまでは
分からないので、調査委託料で漏水調査させていただ
いているのが現状。

Q 中央監視装置の限界は？

A ピンポイントの判断はできない

水道施設の中央監視装置の限界、見えない部分とい
うのは何なのか。

人数が増えていかないようにしていきたい。昨年１
割値上げしたので、その分滞納も増えてしまう可能性
があるが、なるべく増えないように徴収していきたい。

29年度と30年度で１億ほど減ったが、29年度は前年
度の繰越事業が含まれており、大きな減となった。

令和２年度までは事業としてやることが確定してい
る。令和３年度以降継続するかは未定。要望が上がっ
ている地区がまだ残っているので、町としては継続し
てほしい。　

A 29年度に前年度の繰越事業があったため

Q 水道滞納繰越についての見解は？

A 人数が増えていかないようにしたい

Q 森林再生事業の事業減少の要因は？
森林再生事業の事業費が減少している。その要因、
原因について伺いたい。

水道使用料の滞納繰越について見解を伺いたい。

鉄筋コンクリート造の建物で、60年ぐらいは耐用年
数としていけるという考えはある。躯体はある程度頑
丈なのだが、中の設備、配管関係がまず最初にだめに
なってくるので、修繕をしばしばやっている状態であ
る。

大平団地の１号棟と２号棟はＳ54年とＳ58年の建物
だが、外壁の改修工事を行っている。柳ヶ丘団地の１
号棟についても、Ｓ62年の建物なので、今後２～３年
のうちに同じように外壁改修工事をやらせていただき
たいと考えている。

まだ躯体がしっかりしている間は今後も維持管理し
ながら使っていきたい。

光回線を使っているが、一部、専用回線を使ってい
るところがあるので、どうしても高上がりになってし
まう。この値段が妥当であると思っている。

A 妥当だと考えている

Q 古い公営住宅の今後の考え方は？

A 維持管理しながら使っていきたい

Q 水道施設の回線使用料は高すぎないか？
水道施設の回線使用料が556万5千円掛かっている。
これは妥当なのか。

古い公営住宅について、将来的にも存続させるのか。
今後の考え方について伺う。

決 算 認 定

「
あ
な
た
の
一
声
」
に
つ
い
て

　

去
る
９
月
24
日
に
町
民
の
方
か
ら
、
町
議
会
議
員
の
質
を
問

う
「
あ
な
た
の
一
声
」
が
匿
名
に
よ
り
投
稿
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
内
容
は
、
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
で
「
議
員
の
振
る
舞
い
を

見
て
落
胆
を
し
た
」
と
い
う
ご
意
見
、
そ
し
て
「
他
の
議
員
も

同
じ
な
の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
疑
念
の
ご
指
摘
、
併
せ
て

「
選
ば
れ
た
人
間
」
に
対
す
る
遺
憾
の
意
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
指
摘
に
つ
い
て
、
第
三
者
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
へ
の
聞

き
取
り
調
査
で
は
、
参
加
者
か
ら
「
気
に
す
る
ほ
ど
問
題
は
な

か
っ
た
」「
目
に
余
る
行
動
が
あ
っ
た
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
受
け

止
め
で
あ
り
ま
し
た
。

　

議
員
は
押
し
並
べ
て
４
年
に
一
度
「
審
判
」
を
受
け
る
こ
と

は
十
分
承
知
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
議
会
で
は
常
に
議
員
と

し
て
の
「
規
律
」
や
「
あ
る
べ
き
姿
」
を
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
議
員
た
る
も
の
は
閉
会
中
の
身
で
あ
っ
て
も
、

い
く
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
会
場
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
選
挙
で

「
代
表
」
と
し
て
選
出
さ
れ
、
報
酬
を
得
る
以
上
「
公
人
」
で

あ
る
こ
と
も
議
員
そ
れ
ぞ
れ
常
に
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
ご
指
摘
の
失
望
を
与
え
る
よ
う
な
行
動
が
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
「
議
員
協
議
会
」
の
席
上
で
申

し
渡
し
を
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
「
戒
め
」
と
し
て
「
議
員

倫
理
規
定
」
等
の
制
定
に
よ
る
「
議
会
改
革
」
も
検
討
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
「
襟
」
を
正
し
て
、
信
頼
の
回
復
に
努

め
、
町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
度
の
議
員
の
行
動
に
対
し
、
議
会
を
代
表
し
て
陳

謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

�

議
会
議
長　

伊
藤�

昭
一



66

議 案 審 議

【
柳
津
町
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
】

町
内
の
中
小
企
業
等
の
振
興
に

関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
基
本
理

念
や
町
の
責
務
等
を
定
め
た
条
例
。

【
柳
津
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
】

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
が
改

正
さ
れ
、
印
鑑
登
録
証
明
事
務
処

理
要
領
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
条
例
の
一
部
改
正
。

申
請
に
よ
り
印
鑑
登
録
証
明
書

に
旧
氏
を
現
在
の
氏
と
併
記
す
る

こ
と
を
可
能
と
す
る
。

【
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
】

自
殺
対
策
基
本
法
に
よ
る
自
殺

対
策
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
に

伴
い
報
酬
を
定
め
る
た
め
の
条
例

の
一
部
改
正
。

自
殺
対
策
協
議
会
会
長

　
　
　

日
額　
７
千
５
０
０
円

同
委
員

　
　
　

日
額　
７
千
円

【
柳
津
町
森
林
環
境
譲
与
税
基

金
条
例
の
制
定
】

国
か
ら
の
森
林
環
境
譲
与
税
を

財
源
と
し
、
柳
津
町
に
お
け
る
森

林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に
要
す
る

経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
柳

津
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
設

置
す
る
。

９月定例会審議議案　－主な議案－

令和元年第３回９月定例会が、９月６日から９月１３日までの８日間の会期で行われ
ました。
今回の定例会では、平成３０年度歳入歳出決算認定や令和元年度補正予算、条例の制

定など２０議案が審議され、原案どおり認定・可決・同意されました。

中
小
企
業
等
の
振

興
に
関
す
る
施
策

を
推
進

印
鑑
登
録
証
明
書

に
旧
氏
と
現
在
の

氏
を
併
記
可
能
に

自
殺
対
策
協
議
会
会

長
及
び
委
員
の
日
額

報
酬
を
定
め
る

森
林
整
備
に
充
て

る
基
金
を
設
置

条例

条例条例

条例

補
正
予
算

【
令
和
元
年
度

柳
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算
】

《
主
な
増
》

調
査
委
託
料
（
二
酸
化
炭
素
排
出

抑
制
事
業
）

 

１
，
０
０
０
万
８
千
円

道
路
改
良
工
事
（
五
畳
敷
大
成
沢

線
、
鴇
巣
工
業
団
地
線
）

 

２
，
１
３
５
万
６
千
円

公
債
費
（
繰
上
償
還
）

 

８
，
８
１
７
万
８
千
円

教
育
長
の

任
命
同
意

教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
同
意

人事人事
　

神
田
順
一
氏
が
令
和
元
年
９
月

30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

こ
と
に
伴
い
、
同
氏
を
再
任
す
る

こ
と
に
同
意
。

　

鈴
木
亘
氏
が
令
和
元
年
９
月
30

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ

と
に
伴
い
、
同
氏
を
再
任
す
る
こ

と
に
同
意
。

（
10
月
21
日
臨
時
会
）

特
別
功
労
者
の
表
彰

　

前
町
長
、
井
関
庄
一
氏
を
町
の

特
別
功
労
者
と
し
て
表
彰
す
る
こ

と
に
同
意
。

補
正
予
算

【
令
和
元
年
度

柳
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算
】

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
福
柳

苑
」
敷
地
内
の
舗
装
補
修
工
事
を

路
盤
の
調
査
委
託
料
に
組
替
え
す

る
。

舗
装
補
修
工
事

 

△
２
１
６
万
円

路
盤
調
査
委
託
料

 

２
１
６
万
円

《
増
》

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー「
の
ぞ
み
」

の
冬
期
間
の
み
利
用
し
て
い
る
居

宅
の
浴
室
改
修
工
事

 

１
４
０
万
円
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こんなことを決めました　―審議一覧―
議案第78号 平成30年度柳津町歳入歳出決算認定 原案認定
議案第72号 柳津町中小企業・小規模企業振興基本条例の制定 原案可決
議案第73号 柳津町森林環境譲与税基金条例の制定 原案可決
議案第74号 柳津町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正 原案可決
議案第75号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 原案可決
議案第76号 柳津町税条例の一部改正 原案可決

議案第77号 柳津町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例の一部改正 原案可決

議案第79号 令和元年度柳津町一般会計補正予算 原案可決
議案第80号 令和元年度柳津町土地取得事業特別会計補正予算 原案可決
議案第81号 令和元年度柳津町国民健康保険特別会計補正予算 原案可決
議案第82号 令和元年度柳津町後期高齢者医療特別会計補正予算 原案可決
議案第83号 令和元年度柳津町介護保険特別会計補正予算　　 原案可決
議案第84号 令和元年度柳津町簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決
議案第85号 令和元年度柳津町町営スキー場事業特別会計補正予算 原案可決
議案第86号 令和元年度柳津町農業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決
議案第87号 令和元年度柳津町下水道事業特別会計補正予算 原案可決
議案第88号 令和元年度柳津町簡易排水事業特別会計補正予算 原案可決
議案第89号 令和元年度柳津町林業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決
議案第90号 教育長の任命同意 原案同意
議案第91号 教育委員会委員の任命同意 原案同意

（10月21日臨時会）
議案第92号 特別功労者の表彰 原案同意
議案第93号 令和元年度柳津町一般会計補正予算 原案可決

スマホやタブレット端末からも、
見ることができます！

「議会の傍聴になかなか行けない」という方は、お
手元の端末からご覧ください。

●９月定例会補正予算
9月補正後 補正額

一 般 会 計 47億3,469万5千円 1億5,213万2千円

特　

別　

会　

計

土 地 取 得 3万5千円 2千円

国
保

事 業 勘 定 5億902万6千円 1,843万円
施 設 勘 定 8,567万3千円 △9万5千円

後 期 高 齢 5,145万8千円 66万1千円
介 護 保 険 5億5,986万6千円 1,730万7千円
簡 易 水 道 1億5,412万6千円 △1万9千円
町営スキー場 963万円 0円
農業集落排水 1億795万円 1,725万円
下 水 道 7,331万9千円 76万7千円
簡 易 排 水 206万1千円 △3万9千円
林業集落排水 308万8千円 28万8千円
合　　計 62億9,092万7千円 2億668万4千円

※本定例会の補正予算は、決算確定に伴い各会計で繰越金の補正

議会録画映像のお知らせ
　第３回定例会の一般質問は、町のホームペー
ジで閲覧することができます。

柳津町
ホームページ

柳津町議会 議会録画映像

各議員の一般質問
が見られます。

議 案 審 議
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一 般 質 問

○観光の振興

Ｊ
Ｒ
会
津
柳
津
駅
保
存

の
考
え
は
？

Q
　

会
津
柳
津
駅
は
、
柳
津

町
の
観
光
と
集
客
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
大
変
重
要
で
あ
り
、

後
世
に
残
す
べ
き
歴
史
あ
る
建
物

と
考
え
る
。
駅
舎
の
保
存
と
そ
の

周
辺
環
境
整
備
に
つ
い
て
今
ま
で

の
取
組
と
今
後
の
町
の
考
え
を
伺

う
。A

（
町
長
）
現
在
ま
で
の
町

の
取
り
組
み
だ
が
、
平
成

30
年
度
に
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら

駅
舎
を
活
用
し
た
い
と
の
相
談
が

町
に
あ
り
、
町
担
当
者
が
Ｊ
Ｒ
仙

台
支
社
へ
赴
き
協
議
を
行
っ
て
お

り
、
去
る
７
月
29
日
に
は
駅
の
ト

イ
レ
改
修
事
業
の
た
め
に
、
Ｊ
Ｒ

の
担
当
者
と
現
地
立
ち
会
い
を
行

っ
て
い
る
。
そ
の
際
に
Ｊ
Ｒ
で
は
、

駅
舎
の
利
活
用
に
必
要
と
な
る
財

産
調
査
も
実
施
し
て
い
る
。

　

駅
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
・
26
年
に
駅
前
の

町
道
を
含
め
た
周
辺
の
環
境
整
備

を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
の
整
備
予
定
と
し
て
は
、

来
年
度
に
駅
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
、

そ
の
後
に
只
見
線
利
活
用
計
画
の

奥
会
津
景
観
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
駅
ホ
ー
ム

向
か
い
の
環
境
整
備
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
　

そ
も
そ
も
柳
津
駅
は
保

存
可
能
な
の
か
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
現
在
、

利
活
用
と
保
存
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
と
協
議
中
で
あ
る
が
、
そ
の

中
で
、
耐
震
性
の
問
題
が
課
題
と

し
て
出
て
き
て
い
る
。

　

柳
津
駅
は
、
中
に
柱
が
な
い
、

壁
、
中
の
仕
切
り
と
い
う
形
で
の

昔
の
造
り
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

耐
震
工
法
が
あ
る
か
と
い
う
と
こ

ろ
も
、
駅
の
所
有
者
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

と
も
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と

は
思
っ
て
い
る
。

Q
　

昭
和
３
年
当
時
、
建
て

た
こ
ろ
の
面
影
と
い
う
か
、

近
い
形
に
復
元
し
て
直
す
こ
と
も

可
能
な
の
で
は
な
い
か
。
当
時
の

面
影
に
戻
す
と
い
う
考
え
は
持
っ

て
い
る
か
。

A
（
副
町
長
）
Ｊ
Ｒ
の
ほ
う

に
も
、
当
時
の
写
真
が
あ

る
か
ど
う
か
も
確
認
を
し
て
い
る

が
、
な
か
な
か
古
い
写
真
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
４
回
ぐ
ら
い
は

改
修
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
何
回

か
は
聞
い
て
い
る
。

Q
　

駅
を
保
存
を
す
る
と
い

う
前
提
で
、
借
り
る
か
買

う
か
と
い
う
２
つ
の
選
択
肢
が
あ

る
が
、
駅
舎
の
利
用
は
、
今
ま
で

ど
お
り
改
札
口
、
そ
し
て
中
の
使

い
方
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
か

ど
う
か
。

　

こ
れ
は
、
借
り
る
場
合
と
買
っ

た
場
合
と
で
私
は
変
わ
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
そ
の

点
は
変
更
と
か
何
か
は
今
後
考
え

ら
れ
る
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
議
員

ご
質
問
の
と
お
り
、
借
り

る
の
か
、
町
で
所
有
す
る
の
か
に

よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
く
る
。

　

借
り
る
場
合
に
は
、
駅
と
し
て

の
機
能
そ
の
ま
ま
な
の
で
、
今
の

現
状
の
ま
ま
の
改
札
口
と
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

も
し
町
の
所
有
と
な
っ
た
場
合

は
、
駅
と
い
う
形
に
は
な
ら
な
い

の
で
、
Ｊ
Ｒ
と
し
て
は
脇
な
り
ど

こ
か
に
改
札
口
を
新
た
に
設
け
る

よ
う
な
形
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

聞
い
て
い
る
。

Q
　

柳
津
駅
ホ
ー
ム
の
正
面

に
は
、
以
前
使
っ
て
い
た

島
式
の
ホ
ー
ム
が
残
さ
れ
て
い
る

が
、
横
断
す
る
通
路
が
な
い
た
め

に
草
木
が
大
変
繁
茂
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
の
反
対
側
に
行
く
に
は
、

細
越
の
踏
切
を
渡
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
こ
れ
は
相
当
距
離
が
あ

り
現
実
的
で
な
い
。

　

只
見
線
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
整

備
や
環
境
整
備
の
観
点
か
ら
も
線

路
の
反
対
側
に
道
路
を
整
備
す
る

考
え
は
な
い
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
議
員

お
た
だ
し
の
よ
う
に
、
駅

の
島
式
ホ
ー
ム
の
向
こ
う
側
を
整

備
す
る
場
合
に
、
踏
切
を
渡
っ
て

歩
い
て
い
く
の
は
な
か
な
か
難
し

い
と
思
う
。

　

整
備
す
る
に
も
整
備
道
路
は
必

要
だ
し
、
整
備
し
た
後
、
観
光
客

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も

道
路
は
必
要
な
の
で
、
ど
の
よ
う

な
道
路
に
な
る
か
は
別
と
し
て
、

道
路
の
整
備
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

５番　磯目泰彦議員

ＪＲ会津柳津駅ホームの状況
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一 般 質 問

○畜産業者の異臭等の対策

畜
産
業
者
へ
の
指
導
を
！

Q
　

当
町
持
寄
地
区
に
企
業

進
出
し
た
畜
産
業
者
は
、

豚
の
飼
育
を
開
始
し
て
約
８
ヶ
月

を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
地

元
の
雇
用
も
進
ん
で
い
る
よ
う
で

あ
る
。

し
か
し
、
本
年
２
月
頃
か
ら
只

見
川
向
か
い
の
麻
生
地
区
等
の
一

部
住
民
か
ら
異
臭
が
す
る
と
の
相

談
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
、

豚
の
頭
数
は
ま
す
ま
す
増
加
す
る

計
画
と
の
こ
と
だ
が
、
町
は
畜
産

業
者
に
対
し
ど
の
よ
う
に
指
導
す

る
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
養
豚
農
場
か
ら

の
臭
気
に
つ
い
て
は
、
昨

年
12
月
に
豚
が
搬
入
さ
れ
、
年
明

け
の
２
月
頃
か
ら
臭
気
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
事
業
者
も
３

月
末
に
臭
い
の
原
因
が
豚
体
臭
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
４

月
に
行
わ
れ
た
麻
生
地
区
民
に
よ

る
農
場
見
学
の
際
に
養
豚
事
業
会

社
社
長
よ
り
、
臭
い
の
原
因
及
び

対
策
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
る
た
め
、
少
し
時
間
を
い
た

だ
き
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

５
月
10
日
に
は
、
議
会
産
業
厚

生
常
任
委
員
会
に
よ
る
現
地
調
査

が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
堆

肥
舎
の
一
部
が
外
気
に
触
れ
て
い

る
箇
所
が
あ
っ
た
た
め
、
臭
気
対

策
と
し
て
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

て
い
る
。
そ
の
後
も
臭
い
が
続
き
、

他
の
地
区
で
も
臭
い
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
町
担
当
者
が
農

場
へ
足
を
運
び
、
臭
気
の
原
因
の

調
査
と
対
策
を
早
急
に
取
る
よ
う

農
場
長
に
指
導
し
て
い
る
。
７
月

に
は
、
社
長
及
び
取
締
役
、
農
場

長
の
３
名
が
来
庁
し
、
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の

後
、
事
業
者
が
７
月
末
よ
り
臭
気

対
策
と
し
て
各
豚
舎
へ
の
消
臭
剤

の
散
布
を
行
っ
て
い
る
。

　

先
月
、
８
月
23
日
に
開
催
さ
れ

た
麻
生
地
区
で
の
事
業
者
説
明
会

に
は
、
町
も
出
席
し
、
事
業
者
か

ら
の
説
明
と
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
伺
っ
て
お
り
、
町
と
し

て
も
事
業
者
及
び
麻
生
地
区
と
連

絡
を
密
に
し
、
情
報
共
有
を
図
り
、

県
の
家
畜
保
健
衛
生
所
な
ど
の
助

言
を
受
け
な
が
ら
、
一
日
で
も
早

く
臭
気
問
題
が
解
決
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
事
業
者
に
対
し
て
強
く

指
導
を
行
っ
て
い
く
。

Q
　

こ
の
問
題
で
最
も
大
切

な
の
は
町
民
の
健
康
対
策

で
あ
る
。

臭
気
か
ら
来
る
気
分
の
悪
さ
、

食
欲
不
振
、
ハ
エ
の
異
常
発
生
に

よ
る
衛
生
問
題
、
洗
濯
物
が
外
に

干
せ
な
い
と
い
う
問
題
、
窓
を
開

け
ら
れ
な
い
暑
さ
対
策
、
さ
ら
に

は
将
来
へ
の
不
安
な
ど
、
ス
ト
レ

ス
が
た
ま
り
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
り

そ
う
だ
と
い
う
主
婦
も
い
た
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

A
（
町
民
課
長
）
町
民
の
健

康
問
題
に
つ
い
て
は
、
対

策
と
し
て
、
も
と
と
な
る
に
お
い

が
な
く
な
ら
な
い
と
ス
ト
レ
ス
の

解
消
は
な
か
な
か
軽
減
さ
れ
な
い

が
、
今
す
ぐ
で
き
る
こ
と
と
し
て

は
、
麻
生
地
区
の
区
長
さ
ん
と
日

程
を
調
整
し
て
、
９
月
９
日
月
曜

日
、
夜
に
町
民
課
の
職
員
３
名
で

麻
生
地
区
に
伺
い
相
談
会
を
行
う

こ
と
と
し
た
。
そ
の
場
で
今
抱
え

て
い
る
麻
生
地
区
の
皆
さ
ん
の
不

安
、
悩
み
、
ま
た
意
見
な
ど
を
聞

い
て
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Q
　

宮
城
県
の
あ
る
町
の
柳

津
町
と
同
じ
よ
う
な
臭
気

で
苦
情
が
非
常
に
多
い
と
い
う
農

場
の
「
臭
気
対
策
経
過
の
ご
報
告
」

と
い
う
Ａ
４
で
25
ペ
ー
ジ
に
わ
た

る
資
料
が
あ
る
。
こ
れ
は
平
成
10

年
５
月
か
ら
豚
の
肥
育
、
１
つ
の

農
場
に
子
豚
の
導
入
が
始
ま
っ
た

が
、
７
月
か
ら
臭
気
が
発
生
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
同
月

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
薬
剤
等
を
使
用

し
て
そ
の
対
策
に
当
た
っ
た
そ
の

結
果
を
宮
城
県
や
、
町
等
に
報
告

書
と
し
て
提
出
し
て
い
る
資
料
で

あ
る
。

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
こ
の
資
料
を
見
れ
ば
、
無
駄

な
対
策
は
や
ら
な
く
て
も
い
い
わ

け
で
、
有
効
な
対
策
だ
け
や
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
い
い
。
し
た
が
っ

て
、
経
費
等
も
少
な
く
て
済
む
と

思
う
。
こ
れ
に
対
し
て
町
の
お
考

え
を
お
聞
き
し
た
い
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
今
、

議
員
か
ら
い
い
資
料
の
存

在
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
等
で
公
表
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
れ
ば
早
速
入
手
し
て
、

事
業
者
に
提
示
し
て
、
そ
う
い
っ

た
対
策
を
と
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

強
く
求
め
て
い
き
た
い
。

２番　新井田順一議員

畜産業者豚舎の様子
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一 般 質 問

○会津柳津駅の自転車置場

○西山地区の住宅

自
転
車
置
場
の
設
置
は
？

Q
　

会
津
柳
津
駅
の
自
転
車

置
場
に
つ
い
て
伺
う
。

平
成
24
年
か
ら
25
年
に
か
け
道

路
拡
張
工
事
の
た
め
撤
去
さ
れ
、

い
ま
だ
に
な
い
。
今
後
ど
う
す
る

か
伺
う
。

A
（
町
長
）
担
当
課
で
調
査

を
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
駅

に
駐
輪
し
て
い
る
自
転
車
の
状
況

は
２
台
か
ら
３
台
程
度
で
あ
る
。

　

利
用
者
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
は
整
備
す
る
予
定
は
な

い
。Q

　

現
在
２
台
、
３
台
と
い

う
自
転
車
の
数
が
言
わ
れ

る
が
、
そ
う
い
う
置
き
場
が
な
け

れ
ば
５
台
も
７
台
も
、
乗
っ
て
く

る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

ト
イ
レ
の
屋
根
の
下
に
横
た
わ

っ
て
い
る
の
が
１
台
、
下
り
列
車

の
改
札
口
に
２
台
く
ら
い
、
駐
輪

場
が
な
い
か
ら
こ
う
い
う
よ
う
な

姿
に
な
る
ん
だ
と
私
は
聞
い
て
い

る
。７

月
に
Ｊ
Ｒ
と
話
し
合
い
が
あ

る
と
、
私
は
６
月
に
答
弁
を
も
ら

っ
て
い
る
。
そ
の
話
し
合
い
の
結

果
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
伺

う
。A

（
地
域
振
興
課
長
）
現
状

は
、
担
当
が
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
先
ほ
ど
町
長
の
答
弁
に
あ

っ
た
よ
う
に
２
、
３
台
と
い
う
こ

と
で
駐
輪
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ト
イ
レ
の
脇
に
あ
る
の
は
、
も
う

誰
も
使
っ
て
い
な
い
物
で
あ
り
、

そ
ち
ら
は
警
察
の
指
導
で
し
ば
ら

く
置
い
て
と
い
う
こ
と
で
な
っ
て

い
る
。

　

今
現
在
、
２
台
、
３
台
と
い
う

こ
と
で
駐
輪
し
て
あ
る
が
、
駅
の

外
の
屋
根
の
つ
い
た
改
札
口
の
と

こ
ろ
に
今
現
在
、
学
生
の
皆
さ
ん

と
め
て
い
る
。
そ
こ
は
、
も
ち
ろ

ん
雨
風
は
し
の
げ
る
状
態
に
な
っ

て
い
る
。

　

利
用
者
が
増
え
る
見
込
み
が
立

て
ば
、
す
ぐ
に
で
も
整
備
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
今
の
状
況
で
は
、

利
用
者
が
今
後
増
え
て
い
く
見
込

み
が
立
た
な
い
た
め
、
現
在
の
と

こ
ろ
整
備
す
る
考
え
は
持
っ
て
い

な
い
。

　

６
月
で
ご
質
問
い
た
だ
い
た
中

で
Ｊ
Ｒ
と
の
立
ち
会
い
で
、
こ
ち

ら
は
ト
イ
レ
の
ほ
う
の
立
ち
会
い

だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
結
果
、
７

月
29
日
に
立
ち
会
い
を
行
い
、
８

月
19
日
に
返
答
が
あ
っ
た
。
ト
イ

レ
の
整
備
は
一
部
を
除
き
支
障
が

な
い
の
で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
こ
と
。
そ
の
一
部
と
い
う
の

が
、
ト
イ
レ
の
裏
手
に
あ
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
構
造
物
で
、
Ｊ
Ｒ
で

も
調
べ
た
が
何
に
使
っ
た
か
分
か

ら
な
い
、
国
鉄
時
代
か
ら
の
物
で

あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
。
た
だ
、

Ｊ
Ｒ
と
し
て
も
、
そ
れ
を
さ
わ
る

こ
と
に
よ
っ
て
何
か
支
障
が
な
い

と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
、
そ
ち

ら
に
だ
け
は
触
れ
な
い
よ
う
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
触
れ
る
場
合

は
、
再
度
協
議
を
申
し
入
れ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
返
答

が
あ
っ
た
。

Q
　

西
山
地
区
の
長
坂
地
区

の
町
営
住
宅
及
び
教
員
住

宅
は
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
長
坂
地
区
の
町

営
住
宅
は
、
所
得
制
限
の

西
山
地
区
の
公
営
住
宅

今
後
の
在
り
方
は
？　

８番　菊地　正議員

長坂団地若者定住促進住宅１号

あ
る
公
営
住
宅
が
５
戸
、
若
者
世

帯
向
け
の
定
住
促
進
住
宅
が
２
戸
、

全
部
で
７
戸
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
入
居
状
況
は
、
若
者
定

住
促
進
住
宅
が
１
戸
空
室
と
な
っ

て
い
る
が
、
残
り
の
６
戸
は
入
居

し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
町
営
住

宅
と
し
て
管
理
し
て
い
く
。

A
（
教
育
長
）
教
員
住
宅
に

つ
い
て
は
、
異
動
に
よ
り

柳
津
町
内
の
小
中
学
校
に
着
任
す

る
教
職
員
の
中
に
は
、
入
居
を
必

要
と
す
る
教
職
員
が
い
る
の
で
、

入
居
す
る
教
職
員
が
快
適
に
使
用

で
き
る
よ
う
、
今
後
と
も
、
施
設

の
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。
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一 般 質 問

○高齢者に対する町の支援策

○ふるさと納税に対する町の考え方

高
齢
者
へ
の
支
援
策
は
？

Q
　

柳
津
町
の
高
齢
化
の
現

状
は
、
高
齢
化
率
が
43
％

を
超
え
て
お
り
今
後
も
町
の
人
口

に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
上
昇

す
る
事
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
現
状
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
町

の
考
え
ま
た
、
高
齢
者
一
人
世
帯

等
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
伺

う
。A

（
町
長
）
人
口
に
占
め
る

高
齢
者
の
割
合
は
、
年
々

上
昇
傾
向
に
あ
る
。
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
の
中
で
、

一
人
一
人
が
安
心
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
地
域
住
民
、
行
政
機

関
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど

が
協
働
し
、
地
域
全
体
で
自
分
た

ち
の
住
む
と
こ
ろ
を
暮
ら
し
や
す

く
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
３
月
に
策
定

し
た
第
８
次
柳
津
町
高
齢
者
福
祉

計
画
第
７
次
柳
津
町
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
福
祉
、
保
健
、

医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、
生
活

支
援
、
住
ま
い
の
包
括
的
な
体
制

整
備
や
多
様
な
支
援
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

高
齢
者
一
人
世
帯
等
に
対
す
る

支
援
策
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
町
民

生
・
児
童
委
員
の
見
守
り
活
動

や
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
と

し
て
通
報
装
置
を
貸
与
し
、
一
人

暮
ら
し
等
に
対
す
る
緊
急
時
の
不

安
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
週
１

回
の
安
否
確
認
を
実
施
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
宅
配
給
食
事
業
と
し
て
、

食
生
活
の
安
定
と
見
守
り
を
目
的

に
お
昼
の
弁
当
の
配
達
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
町
内
郵
便
局
で

も
、
配
達
や
営
業
活
動
中
に
異
変

を
発
見
し
た
と
き
は
、
町
に
情
報

提
供
を
し
て
い
た
だ
く
見
守
り
協

定
を
結
ん
で
い
る
。

Q
　

一
人
暮
ら
し
の
安
否
確

認
を
週
１
回
実
施
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
町
内
の
郵
便

局
と
見
守
り
協
定
を
結
ん
だ
と
い

う
こ
と
だ
が
、
郵
便
局
だ
け
で
な

く
て
、
町
内
の
他
の
業
者
に
対
し

て
、
協
定
を
結
ぶ
予
定
は
な
い
か

伺
う
。

A
（
町
民
課
長
）
今
の
と
こ

ろ
協
定
を
結
ぶ
予
定
は
な

か
っ
た
が
、
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
事
業
者
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら

見
守
り
と
い
う
の
は
ま
す
ま
す
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、

協
定
を
結
べ
る
事
業
所
が
あ
る
と

き
は
結
ん
で
い
き
た
い
。

Q
　

ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う

の
は
、
応
援
し
た
い
と
思

う
自
治
体
に
寄
附
が
で
き
る
仕
組

み
で
あ
り
、
寄
附
を
す
る
こ
と
で

地
域
貢
献
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
そ
の
際
に
、
地
域
の
特
産
品
、

名
産
品
が
お
礼
の
品
と
し
て
も
ら

え
る
た
め
、
今
ま
で
は
多
く
の
方

に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で

あ
る
。

　

こ
の
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て

い
る
反
面
、
本
町
へ
の
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
受
け
入
れ
状
況
は
、
非

常
に
低
迷
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
、
そ
の
具
体
策
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
ふ
る
さ
と
納
税

の
過
去
３
年
間
の
受
け
入

れ
状
況
は
、
平
成
28
年
度
が
２
３

件
で
１
２
３
万
６
千
円
、
平
成
29

年
度
が
18
件
で
１
６
２
万
５
千
円
、

平
成
30
年
度
は
、
20
件
で
８
９
万

９
千
円
で
あ
り
、
今
年
度
は
８
月

末
現
在
７
件
で
１
４
万
５
千
円
の

受
け
入
れ
と
な
っ
て
い
る
。

　

受
け
入
れ
件
数
は
毎
年
20
件
前

後
で
、
近
隣
町
村
と
比
較
し
て
も

少
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
年
度
よ

り
ふ
る
さ
と
納
税
の
新
制
度
移
行

に
伴
い
、
当
町
で
も
返
礼
品
の
種

類
、
提
供
元
の
再
編
を
行
っ
て
い

る
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

柳
津
町
の
魅
力
（
食
・
歴
史
・
自

然
）
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
効
果
的
に
発
信
し
、
柳
津
町
の

認
知
度
や
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
東
京
柳
津
会
や
、
町

広
報
誌
を
送
付
し
て
い
る
柳
津
町

に
関
係
の
あ
る
方
な
ど
へ
ふ
る
さ

と
納
税
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付

す
る
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
を
充
実
さ
せ
納

税
者
・
納
税
額
の
拡
大
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

我
々
議
員
、
行
政
視
察
で
北

海
道
の
遠
別
町
の
農
業
高
校

に
出
向
い
た
が
、
そ
の
高
校
で
羊

を
飼
育
し
て
、
食
品
加
工
を
行
っ

て
い
る
。
そ
れ
ら
を
平
成
26
年
よ

り
、
ラ
ム
肉
セ
ッ
ト
と
し
て
、
町

で
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
採

用
し
、
結
果
、
一
気
に
納
税
額
が

増
え
た
と
い
う
例
も
あ
る
。

　

当
柳
津
町
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し

た
発
想
に
よ
る
返
礼
品
で
納
税
額

が
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

和
豚
も
ち
豚
の
肉
を
返
礼
品
と

し
て
使
え
な
い
か
。
こ
れ
は
町
内

の
業
者
が
窓
口
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
町
の
返
礼
品
と
し
て
扱
え
な

い
か
、
協
議
し
て
取
り
上
げ
て
は

ど
う
か
。

提案

ふ
る
さ
と
納
税

今
後
の
取
組
み
は
？

７番　田﨑信二議員
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一 般 質 問

○各選挙における
投票環境向上に向けた取り組み

３番　岩渕清幸議員

町
民
が
投
票
し
や
す
い

投
票
環
境
を
！

Q
　

投
票
率
の
低
下
傾
向
は

全
国
的
に
も
問
題
視
さ
れ

て
お
り
、
当
町
で
も
、
投
票
率
の

低
下
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
全
国

的
に
見
れ
ば
特
に
若
年
層
の
投
票

率
の
低
さ
が
大
き
な
問
題
と
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
次
の
３
点
に
つ
い
て

町
の
見
解
を
伺
う
。

①
投
票
率
の
低
下
の
問
題
は
民
主

主
義
の
根
幹
に
か
か
わ
る
こ
と
で

も
あ
り
、
看
過
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。
投
票
率
の
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
ど
う
進
め
る
か
。

②
柳
津
町
で
も
昨
年
投
票
所
の
統

廃
合
を
実
施
し
た
こ
と
と
合
わ
せ

て
、
投
票
所
へ
の
移
動
支
援
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
が
、
投
票
所
の
統
廃
合
に
よ
っ

て
投
票
率
に
ど
う
い
う
影
響
を
与

え
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
。

③
有
権
者
が
投
票
し
や
す
い
投
票

所
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
投
票
所
の
さ
ら
な
る
見
直

し
を
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

A
（
町
長
）
選
挙
に
か
か
わ

る
質
問
な
の
で
、
町
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
の
答
弁
と
し
て

お
答
え
す
る
。

　

①
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

投
票
率
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
啓
発
活
動
と
し
て

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
と
と
も

に
巡
回
広
報
活
動
や
町
内
の
ス
ー

パ
ー
で
啓
発
物
の
配
布
、
啓
発
看

板
を
役
場
屋
上
と
玄
関
前
に
設
置

し
た
ほ
か
町
内
４
箇
所
に
設
置
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
町
広
報
紙
や
防
災
行
政

無
線
を
利
用
し
て
、
投
票
の
呼
び

か
け
等
に
努
め
て
い
る
。

　

参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
加
え

て
国
及
び
県
が
作
成
し
た
啓
発
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
や
チ
ラ
シ
の
全
戸

配
布
等
も
行
っ
た
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
も
若
い
年
代

の
投
票
率
は
低
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
み
ず
か
ら
判
断

し
、
行
動
す
る
自
立
し
た
主
権
者

を
育
て
て
い
く
た
め
に
、
国
や
県
、

学
校
を
は
じ
め
地
域
や
企
業
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
主
権
者
教
育
の
機

会
を
提
供
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
伺
っ
て
い
る
。

　

②
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

投
票
率
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
総

合
的
に
影
響
す
る
も
の
で
あ
り
、

投
票
所
は
当
該
投
票
区
へ
の
移
動

支
援
等
も
考
慮
し
設
置
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
投
票
所
の
変
更
の

み
を
も
っ
て
投
票
率
へ
の
影
響
を

判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

③
投
票
所
の
更
な
る
見
直
し
は
、

期
日
前
投
票
所
の
拡
充
を
は
じ
め

と
し
た
投
票
し
や
す
い
環
境
整
備

を
図
り
、
よ
り
多
く
の
方
に
投
票

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
今
後
も

努
め
て
い
き
た
い
と
伺
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
先
進
地
等
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
創
意
工
夫
し
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
と
伺
っ
て
い
る
。

Q
　

投
票
所
の
統
廃
合
後
行

わ
れ
た
３
つ
の
選
挙
で
、

そ
れ
ぞ
れ
前
回
と
の
比
較
を
見
る

と
、
統
合
さ
れ
た
投
票
区
は
投
票

率
が
低
下
し
て
い
る
。
10
ポ
イ
ン

ト
以
上
低
下
し
た
地
区
は
、
知
事

選
挙
で
16
地
区
。
参
議
院
議
員
選

挙
で
10
地
区
、
身
近
な
町
長
選
挙

で
さ
え
３
地
区
あ
っ
た
。
全
て
統

合
さ
れ
た
投
票
所
に
な
る
地
区
で

あ
る
。

　

一
方
、
統
合
さ
れ
ず
に
従
来
ど

お
り
の
投
票
区
と
な
っ
た
と
こ
ろ
、

石
坂
投
票
区
、
藤
投
票
区
、
大
成

沢
投
票
区
、
琵
琶
首
投
票
区
、
四

ツ
谷
投
票
区
、
久
保
田
投
票
区
の

６
カ
所
で
は
、
下
が
っ
て
も
数

％
、
む
し
ろ
投
票
率
が
上
が
っ
た

投
票
区
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
投
票
所
の
統

廃
合
は
、
投
票
率
を
低
下
さ
せ
る

方
向
に
働
い
た
と
言
え
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
の
対
策
が
な
さ
れ
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
危
険
な

こ
と
な
の
で
、
統
廃
合
に
よ
っ
て

影
響
が
出
た
と
い
う
こ
と
を
自
覚

し
て
い
た
だ
い
て
対
策
を
と
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
考
え

を
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
実
際
、
数

字
を
見
た
と
こ
ろ
、
統
廃

合
が
行
わ
れ
た
場
合
は
影
響
が
多

少
出
て
い
る
こ
と
は
感
じ
て
い
る
。

移
動
支
援
等
も
考
慮
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
が
、
今

後
、
柳
津
町
選
挙
管
理
委
員
会
の

中
で
再
検
討
し
な
が
ら
、
中
身
は

話
を
深
め
て
い
き
解
消
す
る
た
め

の
方
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

Q
　

投
票
率
低
下
へ
の
対
応

策
と
し
て
、
有
権
者
が
投

票
し
や
す
い
投
票
所
設
営
と
、
よ

り
多
く
の
期
日
前
投
票
所
を
設
営

す
る
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
移
動
図

書
館
の
よ
う
な
移
動
投
票
所
を
設

営
し
、
投
票
困
難
な
地
域
に
対
し

て
は
投
票
所
の
ほ
う
が
出
向
い
て

い
く
よ
う
な
方
策
を
と
る
べ
き
と

の
提
言
が
あ
る
。
柳
津
町
で
も
検

討
す
る
価
値
は
あ
る
と
思
う
が
、

考
え
を
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
再
考
の
余

地
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

の
で
、
今
後
柳
津
町
選
挙
管
理
委

員
会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
、
注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置
す

る
等
、
子
供
た
ち
が
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
、
未
然
防
止
に
努
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
保
護

者
以
外
の
方
か
ら
も
、
教
育
委
員

会
や
学
校
に
、
直
接
、「
危
険
で

は
な
い
か
」
等
の
通
報
が
入
る
場

合
も
あ
る
が
、
教
育
委
員
会
と
学

校
で
情
報
を
共
有
し
、
速
や
か
に

現
地
を
確
認
し
、
関
係
機
関
に
依

頼
す
る
等
、
対
応
し
て
い
る
。

Q
　

会
津
バ
ス
の
運
行
を
し

て
い
る
八
坂
野
地
区
と
細

越
下
平
、
下
原
地
区
と
細
越
の
入

り
口
の
バ
ス
停
が
非
常
に
車
と
子

供
の
距
離
が
近
く
危
険
な
場
所
で

あ
る
。

　

早
急
に
安
全
対
策
を
考
え
て
い

か
な
い
と
、
事
故
が
起
こ
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
の
で
、
担
当
課
の
ほ

う
で
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

A
（
総
務
課
長
）
先
月
、
柳

津
町
長
と
知
事
と
の
意
見

交
換
会
が
８
月
25
日
に
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
、
国
道
２
５
２
号
線
の

歩
道
整
備
の
推
進
と
い
う
こ
と
で

細
八
地
内
に
つ
い
て
、
知
事
と
会

津
地
方
振
興
局
長
で
、
町
か
ら
は

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
が
知
事

に
対
し
て
要
望
し
て
い
る
。
そ
の

日
の
う
ち
に
若
松
建
設
事
務
所
、

宮
下
土
木
事
務
所
、
警
察
署
の
関

係
団
体
の
ほ
う
で
指
示
が
あ
っ
た

よ
う
で
、
副
町
長
も
若
松
建
設
事

年
１
回
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

学
校
か
ら
保
護
者
へ
危
険
箇
所
点

検
等
を
依
頼
し
、
保
護
者
に
行
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
も
の
で
、
ま
た
、

大
雨
や
大
雪
な
ど
事
故
等
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
前
に
、
バ
ス

の
乗
降
場
所
や
路
線
も
含
め
て
、

学
校
お
よ
び
教
育
課
職
員
が
巡
視

し
て
い
る
。

次
に
、
危
険
な
場
所
の
把
握
に

つ
い
て
は
、
先
に
も
あ
っ
た
が
、

学
校
か
ら
保
護
者
へ
危
険
箇
所
点

検
等
の
依
頼
を
し
て
、
保
護
者
か

ら
学
校
へ
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
報
告
か
ら
、
引
き
続
き
危
険
箇

所
で
あ
る
と
の
判
断
や
、
新
た
に

危
険
箇
所
と
し
て
追
加
し
た
い
と

の
判
断
な
ど
の
情
報
を
も
と
に
、

危
険
箇
所
を
把
握
し
直
し
、
保
護

６番　伊藤　純議員

○公共交通ネットワーク

○移住・定住の促進

乗
降
危
険
箇
所
の
対
策
を

Q
　

町
で
は
現
在
町
民
バ

ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
・
会

津
バ
ス
の
運
行
事
業
を
行
っ
て
い

る
が
住
民
や
小
中
学
生
が
利
用
し

て
い
る
乗
降
場
所
に
つ
い
て
年
に

ど
の
位
点
検
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
危
険
な
場
所
は
把
握
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
町
民
バ
ス
の
乗

降
場
所
の
点
検
は
、
毎
日

の
運
行
で
、
町
か
ら
委
託
を
受
け

た
運
送
事
業
者
と
担
当
者
と
の
間

で
、
情
報
交
換
等
の
連
携
を
密
に

し
、
異
常
箇
所
等
が
あ
れ
ば
早
急

に
対
応
し
て
い
る
。

務
所
に
出
向
い
て
、
要
望
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
に
伺
っ
て
い
る
。

対
応
に
つ
い
て
は
、
今
ま
だ
向
こ

う
か
ら
回
答
が
な
い
が
、
今
後
そ

う
い
う
報
告
が
来
る
か
と
思
う
。

Q
　

現
在
宅
地
造
成
事
業
で

新
た
な
分
譲
地
の
候
補
調

査
を
進
め
て
い
る
が
、
今
後
の
計

画
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
宅
地
造
成
事
業

の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
細
越
の
下
平
分
譲
地

と
同
程
度
の
区
画
数
が
確
保
で
き

そ
う
な
候
補
地
を
調
査
し
て
い
る
。

現
在
調
査
を
進
め
て
い
る
箇
所

に
つ
い
て
は
、
八
坂
野
地
区
及
び

細
越
地
区
、
安
久
津
地
区
に
あ
る

４
つ
の
エ
リ
ア
の
現
地
調
査
を
実

施
し
、
現
在
は
公
図
と
照
合
し
な

が
ら
所
有
者
の
確
認
作
業
な
ど
選

定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
調
査

内
容
を
庁
議
等
に
か
け
、
選
定
箇

所
の
絞
り
込
み
を
実
施
し
、
候
補

地
が
決
定
し
た
ら
、
詳
細
な
現
地

測
量
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

下原停留所（細越下平地内、車道に近く危険）

こ
の
こ
と
は
、
会
津
バ

ス
が
運
行
す
る
「
坂
下
柳

津
線
」
で
も
共
通
で
あ

り
、
会
津
バ
ス
の
担
当
者

と
町
担
当
者
間
で
随
時
連

絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
運

行
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
路
線
で
も
同
様

に
、
車
両
通
行
量
が
多
い

時
や
、
幅
員
狭
小
な
箇
所

で
は
乗
降
し
な
い
よ
う
利

用
者
に
協
力
を
お
願
い
し

て
い
る
。

A
（
教
育
長
）
乗
降

場
所
の
点
検
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
に
よ
る

点
検
が
、
少
な
く
と
も
、

新
た
な
分
譲
地
の

計
画
は
？
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○空き家等の現状と今後の対策

○地域おこし協力隊の現状と今後

空
き
家
問
題
へ
の

対
策
は
？

Q
　

２
０
１
９
年
４
月
、
総

務
省
が
発
表
し
た
「
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
」
に
お
い
て
、

過
去
最
高
数
値
を
記
録
し
た
日
本

の
空
き
家
数
お
よ
び
空
き
家
率
。

こ
れ
を
受
け
、
以
下
３
点
の
質

問
を
す
る
。

①
、
直
近
で
調
査
し
た
柳
津
町
の

空
き
家
数
お
よ
び
全
世
帯
数
に
対

す
る
割
合
。

②
、
過
去
３
年
間
の
空
き
家
数
お

よ
び
空
き
家
率
の
数
値
的
推
移
と

そ
れ
に
関
し
て
の
見
解
。

③
、
②
か
ら
鑑
み
る
今
後
の
柳
津

町
の
空
き
家
傾
向
お
よ
び
そ
れ
が

引
き
起
こ
す
問
題
点
の
予
測
、
そ

の
予
測
に
対
し
て
の
町
の
対
策
に

つ
い
て
。

町
の
考
え
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
①
昨
年
度
の
調

査
結
果
で
は
、
空
き
家
数

は
１
３
７
戸
で
、
全
世
帯
数
に
対

す
る
割
合
は
９
．
74
％
で
あ
る
。

　

②
過
去
３
年
間
の
空
き
家
数
お

よ
び
空
き
家
率
の
推
移
は
、
平
成

28
年
度
が
空
き
家
数
１
２
７
戸
で

空
き
家
率
８
．
91
％
、
平
成
29
年

度
が
空
き
家
数
１
３
７
戸
で
空
き

家
率
９
．
62
％
、
平
成
30
年
度
が

空
き
家
数
１
３
７
戸
で
空
き
家
率

９
．
74
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
と
比
較
し
、
空
き

家
数
で
10
戸
、
空
き
家
率
で
０
．

83
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
空

き
家
が
増
え
る
要
因
と
し
て
は
、

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
や
人
口

流
出
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

こ
れ
か
ら
も
年
々
増
え
て
い
く
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

問
題
が
深
刻
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

③
空
き
家
の
傾
向
と
問
題
点
の

予
測
・
対
策
に
つ
い
て
は
、
外
観

の
み
で
判
断
し
た
良
好
・
概
ね
良

好
の
家
屋
は
１
３
７
戸
中
66
戸
で
、

維
持
管
理
の
割
合
に
よ
っ
て
は
老

朽
化
へ
の
進
行
が
懸
念
さ
れ
、
残

り
の
71
戸
は
老
朽
化
に
よ
る
崩
壊
、

防
犯
や
衛
生
面
等
の
問
題
が
伺
え

る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
町
で
は
、

空
家
等
対
策
協
議
会
を
設
置
し
、

対
策
の
方
向
性
等
を
示
し
た
「
柳

津
町
空
家
対
策
計
画
」
を
策
定
し

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
個
人
所
有
の
財
産
な
の

で
、
所
有
者
に
よ
る
適
切
な
管
理

を
前
提
と
し
、
所
有
者
へ
の
管
理

啓
発
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
空
き
家
等

に
対
し
て
は
、
除
却
費
用
等
の
支

援
を
継
続
的
に
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
利
活
用
の
た
め
、
譲
り
た

い
人
、
必
要
と
す
る
人
と
を
つ
な

ぐ
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
活
用
を

図
り
、
空
き
家
を
取
り
扱
う
様
々

な
サ
イ
ト
に
掲
載
し
、
広
く
物
件

情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
少
し
手
を
加
え
れ
ば
有

効
活
用
で
き
る
も
の
も
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
地
域
活
性
化
の

た
め
の
地
域
資
源
と
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
、
地
域
住
民
、
関
係
団

体
と
、
連
携
・
調
整
・
協
議
し
な

が
ら
、
空
き
家
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

Q
　

こ
の
柳
津
町
で
も
５
年

前
よ
り
始
ま
っ
た
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
だ
が
、
以
下
の

３
点
の
質
問
を
す
る
。

①
現
在
の
隊
員
数
と
経
過
年
数
、

従
事
し
て
い
る
業
務
と
担
当
課
に

つ
い
て
。

②
柳
津
町
と
し
て
の
今
後
の
採
用

計
画
の
有
無
。
有
り
の
場
合
は
予

定
し
て
い
る
分
野
と
業
務
内
容
。

無
い
場
合
は
そ
の
理
由
。

③
３
年
の
任
期
を
終
了
し
柳
津
町

に
定
住
の
意
思
が
あ
る
隊
員
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
体
制
。

A
（
町
長
）
①
全
隊
員
数
は

５
名
で
あ
り
、
内
訳
と
し

て
地
域
振
興
課
に
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
運
営
業
務
で
１
名
が
就
任
３
年

目
、
伝
統
技
術
継
承
業
務
で
１
名

が
就
任
１
年
目
、
鳥
獣
被
害
対
策

業
務
で
１
名
が
就
任
１
年
目
、
教

育
課
に
美
術
館
の
運
営
業
務
で
１

名
が
就
任
２
年
目
、
ア
ー
ト
業
務

で
１
名
が
就
任
１
年
目
と
な
っ
て

い
る
。

　

②
今
後
の
採
用
計
画
は
、
現
在

３
名
の
隊
員
を
募
集
し
て
い
る
。

そ
ば
打
ち
後
継
者
１
名
、
農
業
後

継
者
１
名
、
美
術
館
１
名
を
募
集

し
て
お
り
、
美
術
館
は
、
９
月
末

か
ら
着
任
予
定
で
あ
る
。

　

③
定
住
意
思
の
あ
る
隊
員
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
は
、
町
の
支
援
と
し
て

は
、
協
力
隊
の
み
へ
の
支
援
で
は

な
い
が
、
起
業
者
に
対
し
て
起
業

す
る
際
の
経
費
の
支
援
や
、
空
き

家
を
活
用
し
た
場
合
の
改
修
費
の

支
援
、
新
た
に
農
業
を
始
め
る
場

合
の
支
援
な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
町
事
業
所
へ
就
職
な
ど

を
考
え
て
い
る
場
合
は
、
隊
員
と

事
業
者
と
の
繋
ぎ
役
と
し
て
、
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

定
住
し
た
い
隊
員
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
！

１番　松村　亮議員



15

一 般 質 問

10番　鈴木吉信議員

○町道五畳敷大成沢線の改良
○柳津町と西山村が合併するのに当り

協定された議定書

牧
沢
、
四
ツ
谷
間
の

早
期
改
良
を
！

Q
　

特
に
牧
沢
地
区
と
四
ツ

谷
地
区
の
区
間
に
つ
い
て

は
幅
員
も
狭
く
大
変
危
険
な
部
分

が
多
く
車
両
の
運
行
に
支
障
を
来

し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
の
改
良
計
画
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
牧
沢
地
区
か
ら

四
ツ
谷
地
区
間
は
幅
員
が

狭
く
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
箇
所
も
あ
る
の
で
、
町
で
は
、

国
な
ど
の
交
付
金
を
活
用
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
幅
員
を
確
保
す
る

た
め
に
側
溝
の
ふ
た
掛
け
工
事
や
、

何
十
年
も
手
を
着
け
ら
れ
て
い
な

い
。
魚
留
の
橋
か
ら
先
は
沢
中
ま

で
の
間
、
か
な
り
改
良
が
進
ん
で

い
る
が
。

　

今
後
、
魚
留
の
橋
か
ら
手
前
、

牧
沢
ま
で
の
間
、
こ
れ
を
町
と
し

て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
こ
の
路
線

は
、
現
在
、
国
の
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
を
使
っ
て
整

備
を
進
め
て
い
る
。
議
員
お
た
だ

し
の
と
お
り
、
幅
員
が
狭
く
て
す

れ
違
い
に
支
障
が
あ
る
な
ど
改
良

が
必
要
な
箇
所
が
あ
る
の
で
、
優

先
順
位
を
付
け
て
今
後
と
も
国
の

交
付
金
や
起
債
を
活
用
し
な
が
ら

工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

な
か
な
か
国
の
交
付
金
も
付
か

な
い
の
で
、
町
と
し
て
は
、
国
・

県
の
ほ
う
に
要
望
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

Q
　

昭
和
30
年
３
月
「
財
産

に
関
す
る
議
定
書
」
が
柳

津
町
と
西
山
村
の
両
町
村
長
が
確

認
さ
れ
、
そ
の
後
昭
和
50
年
11
月

に
西
山
地
区
厚
生
会
に
分
収
歩
合

を
交
付
す
る
、
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
在
西
山
地
区
厚
生
会
は
解
散
さ

れ
て
お
り
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
対
応
を
す
る
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
昭
和
30
年
の
合

併
前
に
議
決
さ
れ
た
「
財

産
に
関
す
る
議
定
書
」
及
び
昭
和

50
年
に
確
認
さ
れ
た
「
財
産
に
関

す
る
議
定
書
の
附
属
文
書
」
で
は
、

旧
西
山
村
が
所
有
し
て
い
た
分
収

林
の
分
収
益
の
交
付
に
つ
い
て
、

そ
の
割
合
、
交
付
先
に
つ
い
て
明

記
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
平
成
24
年
度
に
西
山

地
区
厚
生
会
が
解
散
し
、
分
収
益

の
交
付
先
が
未
定
の
状
態
が
続
い

て
い
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
28
年

６
月
定
例
会
に
お
い
て
鈴
木
議
員

よ
り
交
付
先
の
権
利
継
承
に
関
す

る
一
般
質
問
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に

対
し
町
と
し
て
は
、
正
当
な
権
利

継
承
団
体
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た

め
の
明
確
な
根
拠
等
の
提
出
及
び

関
係
行
政
区
と
の
協
議
承
諾
の
必

要
性
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
対
し
、
西
山
地
区

に
お
い
て
は
、
権
利
継
承
団
体
と

な
り
得
る
組
織
の
確
認
、
関
係
地

区
と
の
協
議
は
整
っ
て
い
る
、
と

の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
解

決
に
及
ば
な
か
っ
た
事
由
の
一
つ

と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
の
は
、
昭

和
30
年
に
議
決
さ
れ
た
「
議
定
書
」

に
お
い
て
、
当
該
分
収
益
に
つ
い

て
は
「
公
共
的
に
使
用
す
る
こ
と

を
原
則
と
す
る
」
と
示
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
旧
西
山
地
区
厚
生

会
の
継
承
団
体
に
お
い
て
、
こ
の

分
収
林
施
業
に
係
る
交
付
金
の
使

途
及
び
会
計
処
理
等
の
再
確
認
が

必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
定
書
の
附
属
文
書
を

変
更
す
る
際
は
、
議
会
の
同
意
を

得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
町
執
行
部
、
議
会
、
そ
し
て

西
山
地
区
と
の
十
分
な
話
し
合
い

が
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
と
し

て
は
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
、

関
係
機
関
と
の
協
議
に
つ
い
て
連

絡
、
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

「
議
定
書
」
問
題

解
決
へ
向
け
た
対
応
を

町道五畳敷大成沢線　改良工事の様子

改
良
工
事
を
実
施
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
対

象
区
間
も
長
い
こ
と
や
、

国
か
ら
の
交
付
金
も
年
々

厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り

単
年
度
で
の
完
了
は
困
難

な
現
状
で
あ
る
の
で
、
来

年
度
以
降
も
継
続
し
て
改

良
工
事
を
実
施
し
、
よ
り

安
全
に
安
心
し
て
通
行
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

Q
　

牧
沢
地
区
、
四

ツ
谷
地
区
か
ら
の

要
望
や
西
山
開
発
協
議
会

を
通
し
て
の
要
望
も
出
て

い
る
。

　

こ
の
道
路
は
、
牧
沢
か

ら
四
ツ
谷
、
魚
留
の
間
が
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昭　

一

　
さ
る
10
月
、
台
風
19
号
が
猛
威

を
振
る
い
、
日
本
中
を
混
乱
に
巻

き
込
み
ま
し
た
。
県
内
で
も
32
名

も
の
死
者
を
出
し
、
い
ま
だ
以
前

の
生
活
に
戻
れ
な
い
方
も
多
数
お

り
ま
す
。
す
べ
て
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
方
当
町
で
は
、
河
川
や
道
路
、
農
地
等
に
大

き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。
復
旧
総
額
は
２
億
円
以

上
と
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
期
の
復
旧
が
望
ま
れ

る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
人
的
な
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
町
当

局
、
消
防
団
員
、
他
の
関
係
者
の
皆
様
の
努
力
の

た
ま
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
か
つ
て
は
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
と
言
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
近
頃
は
「
災
害

は
必
ず
や
っ
て
く
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
く

な
り
ま
し
た
。
只
見
川
上
流
域
の
大
雨
に
よ
っ
て

も
、
川
の
氾
濫
が
起
き
や
す
い
地
形
の
柳
津
町
と

し
て
も
、
日
頃
よ
り
災
害
に
備
え
る
こ
と
の
重
要

性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
一
人
一
人
、

早
め
の
行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

�

岩
渕　
清
幸

　

11
月
18
日
の
議
員
協
議
会
に
お
い
て
、
２
件
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

・
議
会
議
員
政
治
倫
理
規
定
の
制
定
（
12
月
１
日

施
行
）

・
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
（
委
員
会
の
代
表

質
問
を
追
加
。
12
月
定
例
会
よ
り
適
用
。）

令和元年　赤べこ議会を開催します！

台風１９号による災害現場視察

第４回定例会は、『第２回赤べこ議会』です。議会議員及び町職員が真っ赤な赤べこのはっぴを身にま
とい、『赤べこ発祥の地』をＰＲします。赤べこのように力強く、そして町民に福を運ぶ議会にしていき
たいと思いますので、皆さん是非、傍聴においでください。

11月５日（火）、町代表監査委員、建設課長、地域振興課長とともに、台風19号による災害被災箇所の
視察をしました。

議員の
一言

平成30年　赤べこ議会の様子

議
会
改
革

日時：12月11日（水）
　　　～12月13日（金）※予定
　　　午前10時　開会
初日は、町政に対し議員が一般質問
を行います。

西山支所、ふれあい館
でも傍聴できます！

－　第４回定例会　－


